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1. はじめに	
 
Web 技術の発展により,誰でも自由にコンテン

ツを作成し,第三者の承諾無しに公開する事が可

能になった.	
 コンテンツは非協調と分散により

肥大化し,巨大なリポジトリを形成しながら進化

している.	
 さらに近年では,ソーシャルシステム

が 登 場 し ,Wikipedia[1] や OpenStreetMap	
 

(OSM)[2]等のように,ボランタリーな貢献者らが

相互に協力してコンテンツを集約するプロジェ

クトが登場している.	
 貢献者らの共同作業によ

り,コンテンツである成果物の精度及び量の向上

を行っている.	
 ボランタリーな貢献者らは,直接

的な金銭の授受を伴わない個々のインセンティ

ブに基づき行動し,社会における知識の集約を行

っている.	
 よって,ボランタリーな貢献者及びコ

ミュニティのメカニズムの解明は重要である.	
 	
 

本研究の最終的な目標は,ユーザー参加型によ

るボランタリーなプロジェクトの,貢献者の共同

体であるコミュニティ活動のモデルを解明する

事である.	
 特に,地理情報作成プロジェクトであ

る OSM の活動の研究はまだ少ない.	
 本稿では,本

研究の最初の取組みとして,OSM のコミュニティ

活動の分析を行う.	
 具体的には,OSM の地域コミ

ュニティの貢献者により作成された成果物数の

ランキング(貢献者ランク)の傾きが,貢献者の増

加により変化する様子を調査分析する.	
 

2. OpenStreetMap	
 
OSM とは,世界中の様々な地理情報に基づく周

知情報を集約したデータベースを作成する,ユー

ザー参加型によるボランタリーなプロジェクト

である.	
 データは,オープンソース同様の	
 Open	
 

Data	
 Commons	
 Open	
 Database	
 License	
 (ODbL)	
 

[3]	
 のライセンスにより,誰でも自由に利用する

事ができる.データ編集ユーザー(貢献者)を「マ

ッパー」と称し,成果物である世界各地の地理情

報データベースの作成や更新を行う.	
 編集作業

はクラウドソーシングで行われ,Wikipedia と同

様に複数の貢献者による同時編集作業が可能で

ある.	
 

3. 貢献者ランクの調査	
 
3.1貢献者ランクの調査方法 
OSM の貢献者ランクのデータを 2008 年 4 月か

ら 2014 年 4 月の期間で取得し,日本及び OSM 先

進地域である EU 地域の 11 カ国で調査した.	
 具

体的な調査地域は,ドイツ,英国,フランス,オラ

ンダ,スペイン,ベルギー,チェコ,ルクセンブル

グ,スロバキア,モナコ,及び日本である.	
 	
 

3.2 貢献者ランクの調査結果 
図 1 は,貢献者の増加に伴い,貢献者ランクの

傾き(k 値)の変化を示した図で,比較的貢献者数

の少ない地域のみを表示している.	
 表示してい

る地域は,日本,オランダ,ベルギー,チェコ,ルク

センブルグ,スロバキア及びモナコである.	
 

	
 
図	
 1 貢献者ランクの傾きと貢献者数	
 

日本,スロバキア及びルクセンブルグの地域で

は,	
 貢献者数が 100 人未満の時期から 1,000 人

を超える時期にかけて,	
 傾き(k 値)が大きく減少

し,小さくなっている事が分かる.	
 モナコにおい

ても同様に,傾き(k 値)が大きく下降し,小さくな

っている事が分かる.	
 モナコは,国土も狭く,人

口も少ない事から,貢献者の増加が鈍化し,貢献

者数が 1000 人を超えるまでには至っていない.	
 

チェコとベルギーでは,大きな減少では無いが,

貢献者の増加に伴い,傾き(k 値)が小さくなって

いく事が確認できる.	
 オランダは,貢献者数が約

2,000 人程度まで傾き(k 値)が減少傾向にあった

が,その後,やや上昇している事が確認できる.	
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どの地域も,一時的に傾き(k 値)が大きくなる

等の変動が確認できるが,全体の大きな流れ(減

少傾向)には変わりはない事が分かる.	
 	
 

図 2 は,貢献者の増加に伴い,貢献者ランクの

傾き(k 値)の変化を示した図で,比較的貢献者数

の多い地域のみを表示している.	
 表示している

地域は,英国,ドイツ,フランス及びスペインであ

り,共に貢献者数は 10,000 人以上である.	
 

	
 
図	
 2 貢献者ランクの傾きと貢献者数	
 

4. 考察	
 
コミュニティ活動の初期段階であり,貢献者数

が 100 人未満ほどの少ない時期では,傾き(k 値)

が比較的大きい事が,データ分析から確認できた.	
 

一部の活発な貢献者が,まとまった大量のデータ

を入力するケース等によって,傾き(k 値)が比較

的大きくなる傾向にあることが分かる.	
 	
 

次に,貢献者数が 1,000 人を超える時期にかけ

て,傾き(k 値)が大きく減少し,小さくなっている

事が確認できた.	
 コミュニティでの貢献者増加

に伴い,コミュニティ活動が徐々に活発になり,

傾き(k 値)は,徐々に小さくなることが分かる.	
 	
 

さらに貢献者が増え,10,000 人以上の規模に

なった時期には,貢献者ランクの傾きは,コミュ

ニティが異なっても貢献者の増加とともに,一定

の値に収束すると考えられる.	
 データ分析から

は,明確に傾き値の収束を確認する事は出来なか

ったが,傾き値が一定の範囲内(2.6〜2.9)に集ま

っていく傾向は確認できた.	
 この事は,貢献者数

が多くなると,コミュニティが異なっても,成果

物作成数の多い貢献者数と,成果物作成数の少な

い貢献者数との比率の差は,小さくなると言える.	
 	
 

長いスパンで見た時,貢献者ランクの傾き(k

値)は,活動の初期に大きくなり,活動が進み貢献

者が増えるに従って,減少していく事になる.	
 活

動の初期には,一部の貢献者による成果物作成が

活発に行われながら活動が進められていくから

である.	
 初期の貢献者の活発な活動により,共感

を受けた新たな貢献者が増えるに従って,貢献者

ランクの傾き(k 値)は小さくなっていく.	
 しかし,

あまり活発ではない貢献者も参加するようにな

ると,貢献者ランクの傾きの現状傾向が停滞し,

一定の傾き値に収束する.	
 つまり,図 3 で示すよ

うに,	
 活動の初期にはイノベーターと言われる

貢献者が活発に活動し,その後,アーリーアダプ

ターと言われる貢献者らが活動に参加していく

と考えられる.	
 	
 

	
 
図	
 3 貢献者ランクの傾きの変化	
 

また,短いスパンで見た時,貢献者ランクの傾

き(k 値)は,短期間だけ逆行し,傾き(k 値)が蛇行

するような時期がある.	
 貢献者活動には,少数の

貢献者が短期間に大量の成果物を作成するケー

ス,災害時のクライシスマッピング[4][5]により

短期間に大量の成果物を作成するケースなど

様々なイベントが発生する.	
 貢献者活動による

様々なイベントにより,貢献者ランクの傾きが一

時的に変動する事がある.	
 しかし,少数の貢献者

が短期間に大量の成果物を作成した場合でも,貢

献者数が少ない時と多い時では,成果物数の全体

への影響も異なるので,貢献者が増えるに従い,

イベントによる影響も小さくなる.	
 

5. まとめ	
 
本稿では,本研究の最初の大規模な取組みとし

て,OSM のコミュニティ活動における生産性の分

析を行った.	
 具体的には,	
 OSM の地域コミュニテ

ィの貢献者により作成された成果物数のランキ

ング(貢献者ランク)の傾きが,貢献者の増加によ

り変化する様子について調査分析した.	
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